
別 紙 

女川原子力発電所の状況（平成２３年６月分） 

 

女川原子力発電所は、１号機および３号機が通常運転中、２号機が原子炉起動中のと

ころ、平成２３年３月１１日１４時４６分に発生した東北地方太平洋沖地震により、全

号機の原子炉が自動停止しました。 

これは地震発生の際の安全確保策として設計どおり停止したものです。 

（平成２３年３月１１日お知らせ済み） 

 

地震および津波により、女川原子力発電所の主要設備への軽微な被害が新たに１件確

認されておりますが、安全上問題となる事象ではありません。 

女川原子力発電所の全号機は、安定した状態で安全に停止しており、現在、設備の点

検等を実施しております。 

女川原子力発電所の状況については、以下のとおりです。 

 

１．定期検査の実施状況 

女川原子力発電所２号機は、平成２２年１１月６日より第１１回定期検査を実施して

おり、平成２３年３月１１日１４時００分に原子炉を起動しました。 

その後の地震の発生に伴う原子炉の自動停止以降、定期検査に係る点検等の作業は実

施しておりません。 

（添付－１ 女川原子力発電所２号機  第１１回定期検査  主要点検工程表  参照） 

 

２．地震による発電所主要設備への軽微な被害の対応状況 

これまでに確認されていた５５件に加え、新たに１件の軽微な被害が確認されており、

計５６件のうち、１１件について、復旧しております。 

（添付－２ 東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害状況リスト 参照） 

（添付－３ 東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 参照） 

 

以 上 
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女川原子力発電所２号機　第１１回定期検査　主要点検工程表

年　月 平成２２年１１月 平成２２年１２月 平成２３年１月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

延    日 -5 -4 -3 -2 -1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87

定期検査開始

▼

原子炉開放 プロセス計算機更新工事

燃料取出 燃料装荷

原子炉開放 出力領域モニタ取替 炉内ISI 原子炉再開放

制御棒取替 原子炉仮復旧

燃料取扱装置機能検査 燃料取出 燃料装荷

主蒸気隔離弁分解点検

主蒸気逃がし安全弁分解点検

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセスモニタリング設備点検

液体廃棄物処理系及び気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検・復水器点検・主要弁点検

発電機点検・変圧器点検・しゃ断器点検

クラス１～２機器，原子炉格納容器供用期間中検査

原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管改良工事

プロセス計算機更新工事

71
6

電 気 設 備

そ の 他

6

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

6

－
 
2
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

添
付

－
１



年　月 平成２３年２月 平成２３年３月 平成２３年４月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

延    日 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143 144 145 146 147 148 149 150 151 152 153 154 155 156 157 158 159 160 161 162 163 164 165 166 167 168 169 170 171 172 173 174 175 176

原子炉起動，同日地震により自動停止

▼

　原子炉圧力容器 原子炉格納容器

炉心確認 　漏えい検査 全体漏えい率検査 系統構成

燃料装荷 原子炉復旧 原子炉格納容器復旧 起動前試験 冷温停止

　原子炉圧力容器 原子炉格納容器

炉心確認 　漏えい検査 全体漏えい率検査

原子炉復旧 原子炉格納容器復旧

燃料装荷

主蒸気逃がし安全弁分解点検

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセスモニタリング設備点検

液体廃棄物処理系及び気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検・復水器点検・主要弁点検

発電機点検・変圧器点検・しゃ断器点検

クラス１～２機器，原子炉格納容器供用期間中検査

原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管改良工事

プロセス計算機更新工事

10

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

6 5
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主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

電 気 設 備

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

36
5

2
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年　月 平成２３年５月 平成２３年６月 平成２３年７月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

延    日 177 178 179 180 181 182 183 184 185 186 187 188 189 190 191 192 193 194 195 196 197 198 199 200 201 202 203 204 205 206 207 208 209 210 211 212 213 214 215 216 217 218 219 220 221 222 223 224 225 226 227 228 229 230 231 232 233 234 235 236 237

冷温停止

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

－
 
4
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

電 気 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備



○平成２３年５月分

No. 号機 建屋 管理区域 件名 対応状況

1 1号機 原子炉建屋 内 燃料交換機入出力装置の破損

2 1号機 原子炉建屋 内 ほう酸水貯蔵タンク水位指示回路不良

3 1号機 原子炉建屋 内 主蒸気逃がし安全弁（Ｃ）　位置検出スイッチの接点不良

4 1号機 原子炉建屋 内 制御棒駆動系ハウジング支持金具サポートバーのずれ

5 1号機 原子炉建屋 内 原子炉格納容器内遮へい扉　留め具の外れ

6 1号機 原子炉建屋 内 天井クレーン運転席鋼材等の損傷

7,8 1号機 制御建屋 外 １２５Ｖ直流電源系の地絡（計２件発見）

9 1号機 制御建屋 外 モニタリングポスト（チャンネル６）　信号変換器の故障に伴う指示不良

10 1号機 タービン建屋 内 高圧電源盤しゃ断器の投入不可 対応済（Ｈ２３．６）

11 1号機 タービン建屋 内 母連しゃ断器の制御電源喪失 対応済（Ｈ２３．６）

12～
15

1号機 屋外 外 変圧器避圧弁の油面変動に伴う動作（計４件） 対応済（Ｈ２３．６）

16 1号機 屋外 外 １号機放水口モニターの津波による浸水および破損

17 1号機 屋外 外 １号機放水口モニター（試験運用機）の津波による浸水および破損

18,19 2号機 原子炉建屋 内
地下１階電動ステップバック遮へい扉の施錠装置の破損　（計２件発
見）

20 2号機 原子炉建屋 内 原子炉格納容器内遮へい扉　留め具の変形

21 2号機 原子炉建屋 内 制御棒駆動系ハウジング支持金具サポートバーのずれ

22 2号機 原子炉建屋 内 天井クレーン運転席鋼材等の損傷 対応済（Ｈ２３．６）

23,24 2号機 制御建屋 外 １２５Ｖ直流主母線盤の地絡　（計２件発見）

25 2号機 タービン建屋 内 蒸気タービン中間軸受箱の基礎の損傷

26～
32

2号機 屋外 外 変圧器避圧弁の油面変動に伴う動作（計７件発見）

33 2号機 屋外 外 ２号機放水口モニターの津波による浸水および破損

34 2号機 屋外 外 起動用変圧器放熱器油漏れ

35 3号機 原子炉建屋 内 燃料交換機の配線ケーブルの脱線 対応済（Ｈ２３．４）

36 3号機 原子炉建屋 内 燃料交換機制御室内の地上操作装置落下 対応済（Ｈ２３．６）

37 3号機 原子炉建屋 内 燃料取替エリア放射線モニタ（A）記録計の指示不良

38 3号機 原子炉建屋 内 原子炉格納容器内遮へい扉　留め具の変形

39 3号機 原子炉建屋 内 使用済燃料プールにおけるゲート押さえ金具の脱落 対応済（Ｈ２３．４）

40 3号機 原子炉建屋 内 使用済燃料キャスクピットにおけるゲート押さえ金具の脱落 対応済（Ｈ２３．４）

41 3号機 原子炉建屋 内 高圧炉心スプレイ系圧力抑制室吸込弁　自動での全開動作不能 対応済（Ｈ２３．６）

42 3号機 原子炉建屋 内 制御棒駆動系ハウジング支持金具サポートバーのずれ

43 3号機 原子炉建屋 内 天井クレーン走行部等のすり傷 対応済（Ｈ２３．６）

44～
47

3号機 原子炉建屋 外 １２５Ｖ直流主母線盤の地絡　（計４件発見）

48 3号機 タービン建屋 内 蒸気タービン中間軸受箱の浮き上がりについて

49～
51

3号機 屋外 外 変圧器避圧弁の油面変動に伴う動作（計３件発見）

52 3号機 屋外 外 ３号機放水口モニターの津波による浸水および破損

53 共用 屋外 外 牡鹿幹線１号線避雷器の損傷 対応済（Ｈ２３．６）

54 共用 屋外 外
当社モニタリングステーション（４局）の停電および伝送回線停止に伴う
欠測

55 共用 屋外 外 海水温度モニタリング装置の津波による破損に伴う全局欠測

※これまでに確認された，３．１１地震およびその余震による被害

東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害状況リスト

添付－２
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○平成２３年６月分

No. 号機 建屋 管理区域 件名 対応状況

1 3号機 タービン建屋 内 ３号機蒸気タービン動翼の損傷

- 6 - 



東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 

 

平成２３年５月分 Ｎｏ．１０  

件 名 高圧電源盤しゃ断器の投入不可 

場 所 １号機 タービン建屋 設 備 しゃ断器 

設 備 概 要 
しゃ断器は、電気回路の接続や、過電流が流れた場合などに自動で電気回路を切り離

す機器です。 

所 見 

・ 主に定期点検時に使用する高圧電源盤において、電源盤内に設置しているしゃ断

器（以下当該しゃ断器）が地震の振動により傾き、投入スイッチを入切するため

のインターロックローラーが正常位置から外れていることを確認しました。（３月

２５日） 

・ 当該しゃ断器は、１号機の所内電源を２号機から受電する際に使用する設備であ

り、地震後、プラント停止に必要な電源は非常用ディーゼル発電機により確保し

たことから、プラントへの影響はありませんでした。 

対 応 内 容 

・ 当該しゃ断器の設置位置を調整し、インターロックローラーを元の位置に戻しま

した。その後、しゃ断器投入試験を実施し、投入スイッチが正常に動作すること

を確認しました。なお、地震発生時の揺れを抑制する措置として、しゃ断器下部

の空間へ固定架台を設置しております。（６月３日対応完了） 

 － ７ －

 

 

 

 

 

 

起動用電源盤 外形図（盤正面） 

インターロック 
ローラー正常位置 

調整前 調整後 
インターロック 
ローラーにずれ有 

盤内部 しゃ断器が 
右下がり状態 

添付－３ 



東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 

 

平成２３年５月分 Ｎｏ．１１

件 名 母連しゃ断器の制御電源喪失 

場 所 １号機 タービン建屋 設 備 しゃ断器 

設 備 概 要 
しゃ断器は、電気回路の接続や、過電流が流れた場合などに自動で電気回路を切り離

す機器です。 

所 見 

・ 高圧電源盤内の母連しゃ断器（以下当該しゃ断器）用制御電源回路において、電圧

を監視するリレーが動作し、「制御電源喪失」警報が発生しました。（３月１８日）

・ 警報が発生した原因は、火災が発生した高圧電源盤の制御電源回路の溶損による地

絡や短絡の影響により、制御電源回路が接続されている当該しゃ断器用制御電源回

路の電圧が変動したことによるものです。 

・ 当該しゃ断器は、高圧電源盤から他の高圧電源盤へ電源を供給するための設備であ

り、地震後、プラント停止に必要な電源は非常用ディーゼル発電機により確保した

ことから、プラントへの影響はありませんでした。 

 

対 応 内 容 

・ 点検の結果、当該しゃ断器用制御電源回路に異常がないことを確認するとともに、

当該しゃ断器用制御電源回路を火災が発生した高圧電源盤から隔離しました。（６

月３日対応完了） 

 

リレ- 

火災が発生した
高圧電源盤 

高圧電源盤

ＤＣ１２５Ｖ 

①火災の発生により制御 
回路が溶損し、地絡や短絡 
が断続的に発生

②電圧変動が断続的 
に発生 ④「 制御電源喪失」警報発生

③電圧変動により 
電圧監視リレーが動作

リレ- 

 
 － ８ －



 － ９ －

東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 
 

平成２３年５月分 Ｎｏ．１２～１５  
 

件 名 変圧器避圧弁の油面変動に伴う動作（計４件） 
場 所 屋外（１号機設備） 設 備 変圧器避圧弁 

設 備 概 要 
変圧器避圧弁は、変圧器内の圧力が異常に上昇した際に、圧力を逃がし機器を保護す

る設備です。 

所 見 

・ ３月１１日の地震により主変圧器※１３箇所、起動変圧器※２２箇所の避圧弁が動作
したことを確認しました。（３月１２日） 

・ また、４月７日の余震により、主変圧器２箇所、所内変圧器※３１箇所の避圧弁が
動作したことを確認しました。（４月８日） 

・ 避圧弁が動作した原因は、地震の揺れにより変圧器内の絶縁油の油面が変動し、
内部圧力が上昇したためです。 

・ 主変圧器および所内変圧器は、地震後に発電機が停止しているため、使用してお
らず、また、起動変圧器の使用においては、本事象は直ちに機器の性能に影響を
及ぼすものではないことから、プラントへの影響はありませんでした。 

・ なお、起動変圧器は、絶縁油の性能を保つため、起動変圧器の応急処置（プレー
ト交換）を実施しました。（３月１９日） 

※１ 発電機で発生した電気を送電電圧まで昇圧する機器です。 

※２ プラント起動、停止および事故時に発電所で必要となる電力を、外部から受電
するための機器です。 

※３ 発電機で発生した電気を、発電所内の機器へ送電するために、機器の受電電圧
へ降圧する機器です。 

対 応 内 容 

・ 主変圧器および所内変圧器については、避圧弁のガスケットおよびプレート交換
ならびに、放圧管の注油を完了しました。（４月２６日対応完了） 

・ 起動変圧器については、避圧弁のガスケットおよびプレート交換ならびに、放圧
管の注油を完了しました。（６月１日対応完了） 

 

 

 

避圧弁動作後 プレート復旧後 避圧弁蓋復旧後 

代表例：1 号機 起動変圧器 
避圧弁 避圧弁 

プレート



東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 

 

平成２３年５月分 Ｎｏ．２２   

件 名 天井クレーン運転席鋼材等の損傷 

場 所 ２号機 原子炉建屋 設 備 原子炉建屋天井クレーン 

設 備 概 要 
原子炉建屋天井クレーンは、定期検査中に原子炉内の炉内構造物などを移動する際や、

新燃料の受入の際など、資機材の搬入や移動に使用している設備です。 

所 見 

・ 原子炉建屋天井クレーンの運転席の鋼材溶接部の一部に、地震の影響により生じた

と推定される損傷を確認しました。（４月６日） 

・ 地震発生時において、燃料や資機材を移動する作業は実施しておらず、原子炉建屋

天井クレーンは、使用しておりませんでした。 

・ なお、本損傷については、運転席の鋼材部に生じた損傷であり、原子炉建屋天井ク

レーンの運転には影響がないことから、原子炉建屋天井クレーンに要求される燃料

を安全に取り扱う機能に影響を与えるものではありません。 

対 応 内 容 
・ 損傷箇所の溶接補修を実施しました。（６月１０日対応完了） 
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原子炉建屋天井クレーン 

運転席鋼材溶接部（損傷部） 

原子炉建屋天井クレーン全体図 

運手席 

損傷箇所 
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東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 

 

平成２３年５月分 Ｎｏ．３６   

件 名 燃料交換機制御室内の地上操作装置落下 

場 所 ３号機 原子炉建屋 設 備 燃料交換機 地上操作装置 

設 備 概 要 地上操作装置は、燃料交換作業の運転状態を表示するために設置している装置です。 

所 見 

・ 燃料交換機制御室内の地上操作装置が、地震の影響により机上から床面に落下し、

端子部が破損していることを確認しました。（３月１２日） 

・ 地震発生時において、燃料を移動する作業は実施しておらず、燃料交換機は、使用

しておりませんでした。 

・ なお、本事象は、燃料交換機を自動運転する際に使用する状態表示装置の端子部の

破損であり、燃料交換機の手動運転には影響がないことから、燃料交換機に要求さ

れる燃料を安全に取り扱う機能に影響を与えるものではありません。 

対 応 内 容 
・ メーカ工場にて端子部を修繕し、機能上問題ないことを確認しました。（６月８日対

応完了） 

  

地上操作装置                地上操作装置概略 

     

地震により地上操作装置が落下 

    

落下時に損傷した端子部を工場点検修繕 
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東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 

 

平成２３年５月分 Ｎｏ．４１   

件 名 高圧炉心スプレイ系圧力抑制室吸込弁 自動での全開動作不能 

場 所 ３号機 原子炉建屋 設 備 高圧炉心スプレイ系 

設 備 概 要 

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ）は、非常用炉心冷却系を構成する系統の一つで、

原子炉冷却材喪失事故時に高圧力で冷却水を原子炉内に給水し、冷却する系統で

す。 

所 見 

・ ４月７日の余震の揺れによる影響と推定される圧力抑制室の一時的な水位変動

により、「ＨＰＣＳ圧力抑制室水位高」警報が発生しました。この警報により本

来であれば、高圧炉心スプレイ系圧力抑制室吸込弁（以下当該弁）が自動で全

開となりますが、開度８０％で動作が停止しました。 

・ その後、手順に基づき手動で開操作を行い、当該弁が全開となることを確認し

ました。 

・ 地震により当該弁の開閉指示を行うスイッチ等が誤動作したものと推定してい

ます。 

対 応 内 容 

・ 当該弁の開閉作動試験および外観点検を実施し、開閉動作や開閉時間等に問題

がないことを確認しました。（６月２日対応完了） 
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東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 

 

平成２３年５月分 Ｎｏ．４３   

件 名 天井クレーン走行部等のすり傷 

場 所 ３号機 原子炉建屋 設 備 原子炉建屋天井クレーン 

設 備 概 要 
原子炉建屋天井クレーンは、定期検査中に原子炉内の炉内構造物などを移動する際

や、新燃料の受入の際など、資機材の搬入や移動に使用している設備です。 

所 見 

・ 原子炉建屋天井クレーンの走行レールと走行車輪の接触面に局部的なすり傷を確

認しました。（４月６日） 

・ 走行レール上の車輪が地震の影響で揺れたことにより、走行レールと走行車輪と

の接触面に局部的なすり傷が生じたと推定しております。 

・ 地震発生時において、燃料や資機材を移動する作業は実施しておらず、原子炉建

屋天井クレーンは、使用しておりませんでした。 

・ なお、本すり傷については、クレーン走行部に生じておりますが、クレーンの走

行状態に異常はなく、原子炉建屋天井クレーンに要求される燃料を安全に取り扱

う機能に影響を与えるものではありません。 

対 応 内 容 
・ すり傷が生じた箇所の磨き補修を実施し、原子炉建屋天井クレーンの走行に問題

がないことを確認しました。（６月６日対応完了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

走行レールすり傷 

走行車輪すり傷 

原子炉建屋天井クレーン全体図 
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東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 

 

平成２３年５月分 Ｎｏ．５３ 

件 名 牡鹿幹線１号線避雷器の損傷 

場 所 屋外 設 備 変圧器・遮断器 

設 備 概 要 
避雷器は、送電系統や発電所内の各機器を、雷などにより生じる過渡的な異常高電圧か

ら保護するための機器です。 

所 見 

・ 地震後の巡視点検において、牡鹿幹線１号線避雷器より異音が発生していたことか

ら、避雷器本体に封入してある六フッ化硫黄ガス※の分析を行ったところ、避雷器内

部で部分放電（内部異常）が発生していることを確認しました。（３月２２日） 

・ 避雷器が損傷していたものの、牡鹿幹線１号線の送電系統への影響はなく、外部か

ら発電所で必要となる電力を受電することが可能な状態にありました。 

・ また、地震発生時およびそれ以降についても、外部電源が確保されていたことから、

プラントへの影響はありませんでした。 

  ※ 六フッ化硫黄ガスとは、避雷器内部の放電を防止するために封入するガス。 

対 応 内 容 ・避雷器本体の取替えを行い、復旧しました。（６月１３日対応完了） 

 

避雷器 

1A 

O1 

1B 

1LE 

牡鹿幹線１号 

女川１～３号機 

1LA 

○ 

○ 

系 統 外 略 図 
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